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平成 8 年度第 2 回総会及び第 4 回研究発表大会開催

一鳥羽水族館を会場に一

平成 9 年 3 月 5 日(水)、 三重県鳥羽市の鳥羽水族館にお

いて、平成 8 年度第 2 回全科協理事会及び総会が開催され

ました。

総会の出席館は70館、 委任状提出館は 116館で\審議の結

果、 平成 9 年度事業計画(案)及び平成 9 年度収支予算(案)

並びに平成 8年度予算の補正 (案) について承認されまし

fこ。

これによ って、平成 9 年度は、 研修事業の充実や連携促

進事業として、引き続き「共同企画展等調査研究」を実施

し、 「科学系博物館における標本データベースの標準化に関

する調査研究」では新たに理工系の部会を設置することな

どが洩走し、また、平成 9 年度で第 14回自の実施になる「海

外科学系博物J館主見察研修」は平成10年 1 月中旬の実施予定

で、今回は、初めてオース トラリア ・ ニュージーランドの

科学系博物館を重点的に視察することが決まりました。

以上のことなど平成 9 年度第 2 回全科協理事会及び総会

に諮らtL承認されました主な内容を紹介します。

加盟館園の状況

1. 館園数

平成 9 年 3 月 5 日 現在

平成 8 年 平成 9 年 内 訳
区 分 増減

第 l 回総会時 3 月 5 日現在 入会 退会

正会員 227 230 3 。 3 

購読会員 22 22 l l 。

維持会員 38 36 。 2 ム 2

287 288 4 3 l 
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2 . 入退会館園

区 分 銭 園 名 備考

入 dZb三、 牛の博物館 正会員

きしわだ自然資料館 正会員

ゴールドパーク串木野 正会員

南夏樹 購読会員

退 ぷヱ与コミ 束手口科学(株) 購読会員

(株) パ リスアート工房 維持会員

創和科学 (株) 維持会員

3 .正会員の設置者別内訳

館数 (%) 館数 (%) 

区 分 平成 8 年 平成9年3 月 5 日 増減

第 1 回総会時 現 在

国 1 国 7 (3.1) 7 (3.0) 。

2 都道府県 47 (20.7) 47 (20.4) 。

公 3 市町村 92 (40.5) 94 (40.9) 2 

私 4 財団法人 25 (11.0) 25 (11.0) 。

5 株式会社 37 (16.3) 38 (16.5) 

6 個 人 4 (1. 8) 4 (1. 8) 。

7 社団法人 2 (0.9) 2 (0.8) 。

8 その他 13 (5.8) 13 (5.6) 。

227 (100.0) 230(100.0) 3 



Vo 1. 27 , No.2 全 科協ニュ ース

平成 9 年度全国科学博物館協議会事業計画

1.管理運営

①理事会

年 2 回開催する。第 l 回は平成 8 年度事業報告及び収支

決算報告等について審議する。 第 2 回は平成10年度の事業

計画(案)及び収支予算(案)等について審議する。

開催 時 期 会場

第 I 回:平成 9 年 6 月下旬 国立科朝専物館

第 2 回 :平成10年 3 月上旬 ミュージアムパーク茨城自然博物館

⑫念会

年 2 回開催する。第 1 回は平成 8 年度事業報告及び収支

決算報告等について審議する。 第 2 回は平成10年度の事業

計画 (案)及び収支予算(案)等について審議する。 なお、

総会時には、記念講演 ・ 施設見学会等を行う 。

開催時期 会場

第 1 回: 平成 9 年 6 月下旬 国立科学博物館

第 2 回:平成10年 3 月上旬 ミュージアムパーク茨城自然博物館

2.事業

(1)研修事業

①博物館1哉員現臓研修(ミュージアム ・ マネージメント研修)

博物館栓営に関する資質向上を図るため、生涯学習時代

における博物館州支割、博秒雌栓営の視点等の講義、討議

を行い、博物館栓営者としての力量を高める。

実施時期:平成 9年1 2月 2 日(火) -5日(金)

[予定】 ( 4 日 間程度)

参 加 者・ 40名程度(正会員)

会 場:国立科学博牧雌等

備 考・国立科学博物J館共催

②学芸員専門研修(アドバンス ト コース)

博物館の現就を幅広い観点から理解するとともに、 資料

の収集、保管、調査研究、 展示、 教育普及活動等について

専門的、実践的な研修を行う 。

実施時期:平成 9年10月 27 日(月) -31 日(金)

[予定1 (5 日間不自支)

参 加 者 : 30名程度

会 場 : 国立科学博牧館等

備 考:国立科学博物J館共催
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③海外科学系博物館視察研修

オース トラ リ ア ・ ニュージーランドの科学系博物館にお

ける展示技術、教育普及活動等について視制汗修を実施す

る。

実施時期平成10年 1 月( 2 週間程度)

参 加者: 20名程度

訪問館-パワーハウス博牧泊官など 6 館程度

( 2 ) 連携促進事業

①研究発表大会

博物館活動の充実に資するため展示、教育普及活動、研

究活動等に関する成果について、発表及び矧ー究協議を実施

する。

実施時期:平成10年 3 月上旬 [予定]

参 加 者・正会員、 維持会員

会 場 . ミュージアムパーク茨城自然博tM官

信浩長同企画展等調査研究

加盟館闘の巡回展を含めた企画展等の手訪佐|犬況について

調査結果を報告書と してまとめるとともに、 データベース

化し、インターネ ッ ト 等を利用して加盟館園情報の相互活

用を促進する。さらに、 共同企画展等の実現に向けた方策

について調査研究を行う 。

実施時期.平成 9年 4 月~平成10年 3 月

委 員: 7 名程度

@涛ヰ学系|専物館における標本資料テーータベースの標準化に

関する調査研究

科学系博物館が有する標本資料に基づいて、日本の生物

等に関する全国的なテザータベースを柄築するため、データ

ベースの標準フォーマッ ト作成に関する調査研究を実Jjl血する 。

平成 9 年度は、 新たに理工系に関する部会を設置する。

実施時期 ・ 平成 9 年 4 月 ~平成10年 3 月

委 員 ・ 18名程度(自然史11名 ・ 理工系 7 名)

④事業等に対する共催・後援等

加盟館園や関係機関等が実施する事業で、全相識の設置

目的に適合し、 適当と認められる事業に対し共催 ・ 後援等

を行う 。
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( 3 ) 広報普及事業

q澱関紙の発行

機関紙「全科協ニュース」を年 6 回. A4 版12ページ各

号1 ， 400部を発行する。なお、特集記車は、特集記事担当館

が担当する。

②全科協ホームページの運営

全科協ホームページの充実を図るため、全科協ホームペ

ージの内容の充実を行うとともに、新たにホームページを

開設した加盟館等の リ ンク作業を実施する。

また、データ更新のため '1]日盟館園の現況調査」を実施

する。

③入会案内及び広報活動

新設の科学系博物館等に対して入会の勧誘を行うほか、

全科協の活動について、パンフレ ッ トを作成し、関係機関、

団体及び企業等に対し広〈広報を行う 。

全科協平成 9 年度収支予算について

(総括表)

科目

一散会計事業費

(一般会計事業)

収入

前期繰越金

会員会費

参加費

- 砂ト科学系博物自前見察研修参加費

.研究発表大会参加費

雑収入

-広告料

・ 預金利息

寄附金

収入合計

予算額

(単位:千円)

17 , 961 

予算額

(単位・千円)

685 

5 , 286 

10 , 250 

10 , 000 

250 

740 

720 

20 

1,000 

17 ,961 
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支出

理事会 ・ 総会費

博牧雌職員現臓研修費

学芸員専門研修費

海外科学系博物僻見察研修費

研究発表大会費

共同企画展等調査研究費

標本資料データベースの標準化に

関する調査研究費

全科協ニュース発行費

入会案内及び広報活動費

ホームページ運営費

予備費

支出合計

予算額

(単位 :千円)

342 

250 

216 

10 , 600 

813 

769 

1, 670 

2 , 233 

337 

300 

441 

17 ,961 

平成 8 年度予算の補正について

1. 補血里由

平成 8年度において、当初予算編成後に文部省等からの

補助金等による事業の追加及び拡充が図られたので平成 8

年度予算を補正することとしました。

収入については、①会員数の増加に伴う会員会費の増収

等によ り見込額を、また、②文部省からの委嘱事業費と し

て3 ， 500千円及び文部省補助金として2 ， 500千円、 カメイ社

会教育振興財団からの助成金として3 ， 600千円の交付があっ

たのでそれぞれ収入に補正計上します。

支出においては、研究発表大会と共同企画展等調査研究

について、文部省からの補金等を財源に事業1尉莫を拡大し、

研究発表大会については2 ， 018千円、共同企画展等調査研究

については 1 ， 083千円を補正計上します。

また、標本資料データベースの標準化に関する調査研究

については、文部省からの補助金を財源に事業樹莫を拡充

するとともに、カメイ社会教育振興財団の助成金を財源に

フランスの国立自然史博物館と英国の自然史博物館におけ

る標本資料データベースの開発状況の調査研究を行うこと

として 4 ， 600千円増の7 ， 832円を補正計上しております。



Vo 1. 27 , No.2 全 科協 ニュース

第 4 回全科協研究発表大会を開催

-3 月 6 日(木) ~ 7 日(金)ー

会場鳥羽水族館

3 月 5 日(水)三重県鳥羽市にある鳥羽水族館を会場に開

催された平成 8 年度第 2 回総会終了後、文部省生涯学習局

社会教育課地域活動推進室長の徳増有治氏から平成 9 年度

文部省博物館振興施策の紹介がありました。

平成 9 年度文部省博秒J館関係予算等の主な項目は次のと

おりです。

1. 学習活動支援設備整備事業

2. 科学系博物館活用ネッ ト ワーク推進事業

3. 社会教育研修支援事業

4 . 博秒J館学芸員等専門研修

5. 社会教育関係有資格者の積極的活用に関する調査研

究

6. 私立博tio館に対する支援措置の拡充

引き続いて、 全科協平成 8 年度活動報告に移り、はじめ

に共同企画展等調査研究委員会報告として名古屋市科学館

学芸課長の三輪 克氏がこれまで数年聞の同事業の経過と

巡回展、共同企画展を実施する際の問題点について明らか

にするとともに、今後の方向性について発表し、特に実現

に向けた科学系博物館の努力を呼びかけました。

次に平成 8 年度から新たに始ま っ た科学系博牧舶におけ

る楳本資料データベースの標準化に関する調査研究委員会

委員である北九州市立自然史博t&J館学芸員の上回恭一郎氏

から、この調査研究事業の趣旨及び今年度の活動内容、特に、

今年度実Jjl血したアンケー 卜 調査結果の概要と今後の課題に

ついて報告がありました。 また、今年度フランスの国立自然

史博物館及び英国の自然史博秒J館の標本資料データベース

の梢築状況について調査を実施した旨報告があ りました。

3 番目として、海外科学系博腕前見察研修事業の報告を

斎藤執恩会自然史博物館専務理事の斎藤温期限が行いま

した。 この事業は平成 8年度で13回目を迎えたもので、事

業の目的やこれまでの訪問実績に合わせ、今年度実施され

た英国、フランス、 ドイツの科学系博牧点的見察研修の概要

について報告がありました。

最後に全科協情報ネ ッ トワークの運用について事務局か

ら国立科学博秒J館普及部の志津田嘉康博物J館情報専門官が

全科協の情報化の現就及び今後の取組みと課題について報
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告しました。 特に、現庄のインターネ ッ ト 等の毘歪など情

報化社会の中における博4姉官の役割の重要性に触れ、全科

協情報ネッ ト ワークの強化について加盟館各位の理解と協

力をお原Eいしました。

翌 6 日 (木)の第 2 日目は、まずはじめに国立科学オ専物館

の塩谷次長の開会挨拶の後、会場館の鳥羽水族館から中村

館長が挨拶されました。 また、来賓として出席された鳥羽

市教育委員会の叶成(かなり)社会教育課長が挨拶されま

した。

続いて、本研究発表大会のテーマである「理科離れと科

学系博物j館の取組み」について事例発表が行われました。

まず、愛媛県総令科学博物J館学芸課長の西山慶尚氏が、

「展示 ・ 教育普及活動の充実策」について小・中・ 高校の理

科離れの実態を分析し、 その対応を含めた愛媛県総合科学

博物館の耳又組みについて発表しました。

次に会場館である鳥羽水族館;の中村企画室室長ーが「ホー

ムページによる啓発活動について」と題し、現在急速に進

展したイ ンターネッ トなど高度情報メディアの利用につい

て、博物J館とホームページの相性や実際に当館におけるホ

ームページ作成の基本コンセフトを紹介し、 今後の博t&J館

におけるホームページの可台出生について述べました。

続いて、京都市青少年科学センタ一指導主事の山下正弘

氏が「学院と連携した科学センター学習」について、同セ

ンターの指導理念、 運営方針ーなど同センターの概要につい

て述べた後、 同センターにおける特色ある学|交教育との連

携事業について発表があ り ました。

午後には、 学術情報センタ一所長で文化勲章受賞者であ

る猪瀬博先生が 『理科離れと科学系博物館への期待』と

題して、理科離れ現象の歴史的背景や社会的背景を分析し

たうえで、 科学系博物館が進むべき方向性について提言さ

れました。

その後、 事例発表を行宇っ た 3 氏の司会のもとで事例発表

の 3 テーマに分かれて研究協議が行われま した。 その討言義

内容のまとめを国立科学博牧雌の大堀 哲教育部長の進行

で行いました。

最終日 7 日 (金)の施設見学は、鳥羽水族館、 真珠博物館、

神宮徴古館のうち、 参加者の選択見学と して実施されまし

Tこ。

この研究発表大会に全国の加盟館等から 127名の方が参加

されました。



全科協ニュース Vo 1. 27 , NO.2 

;毎 外

新設館・施設の増改築などアムステルダム技f制導物館、 1997

年6月に新装オープン

1996年1 2月に閉館されたアムステルタム技材守博物館(旧

名: IMPULS Science & Technology Center/ Techｭ

nologie Museum NINT) は、新しくニューメトロポ リ ス

科学技布陣官 (newMetropoli s ， Science & Technology 

Center) として、同市のウォータフロント 地区で1997年6月

に新装オープンする。 新施設の展示テーマは、 「人類のコミ

ュニケーション技術」、「道具の世界」、 「地球のエネルギー資

源」、，:[也球の自然」、「生物と しての人間工学」。 同館のホー

ムページで、 建物や展示の完成予想図(一部、 ムービー)

が見られる。

米ヘッドウォーターズ科学館、ミシシッピー河の健康度を

監視する研究室を開設

米連邦政府， ミシシッピー州、ベミジ市等の補助金を受け

て、ミシシッピー河の健康度を常時監視する研究室が1997

年2月に開設された。ミ シシ ッ ピー州、|ベミジ市。

新しい展示の動向

米イサカ科学館、パズルに関する企画展がオープン

企画展 「マイン ドベンタwーズ」 では、入館者は難易度の

異なる様々なパズルに挑戦でき、問題解決力を磨くことが

できる。 展示は全て同館のボランティアがつく った。

展示面積 : 75m'o 1997年4月 1 3 日 までb ニュー ヨーク州イサ

カ市。

Mindben吋1叫der悶s メキシコ

動植物の分布を紹介する常設展示をオ一フプ。ン

メキシコ全土は、 湖沼、 砂漠、高湿度森林、熱帯乾燥林

等の多様な自然をもっているが、 同館で開館 3 周年記念事

業として、メキシコのそうした全土の動植物の分布を紹介

する常設展示をオープンした。 展示面積: 280m'o 1 5台のマ

ックよ り 構成されたインターネ ッ ト ・ ホールも 同時に設け

られた。 メキシコ・シティ 。

ハリスパーグ科学博物館、建築に関する常設展をオープン

ゴシック調の教会がどのように作られるのか、 地野毛生 ‘

装置を使った建物の倒壊実験、 三角測量法を使った建物の

高さの計測や建築業界の様々なI[哉君重をも紹介したユニーク

な常設展示が、ハ リ スパーク。科学博秒j館に 1996年 10月にオ

ープンした。展示面積: 110m'o ペンシ/レパニア外|ハ リ スパ

5 

ニL ス
安井亮(ハイフォン)

ーグ。

カーネギー科学館、地震に関する常設展をオープン

常設展示 「クェー ク・クエス ト J (Quake Quest) は 、

地震発生装置を使っ て、部屋の揺れ、 地震の疑似体験や最

新の地震予知技術を紹介したものだ。 1 99伺三 11月にオープ

ン。展示面積 325m'o 

ローレンス科学館、先端技術を使った犯罪学の最新情報を

紹介する企画展をオープン

企画展 「ケムミスト リ ーJ (ChemMystrey) は、クロマ

トグラフィーを使ったインクの特定、指紋の DNA検査を

使っ た犯人探し、 筆跡鑑定の実際等の事例を挙げて、犯罪

学の最新情報を紹介したものだ。展示面積: 280m'o 1 997年

9月まで。

新しいインターネット・ホームページの開設動向

new Metropolis (Amsterdam, Netherlands) 

http://www.newmet.nl/index2.html 

Hong Kong Science Museum (Hong Kong , UK) 

11ttp://www.uc.gov.hk/sci_mus/ 

Papalot -Museo del Nino (Mexico City, Mexico) 

http://www.papalote.org.mx 

Science Centre & Manawa tu Museum (Palmerston 

North, New Zealand) 

http:/ /www.pncc.govt.nz/comps/ scmm/htm 

Family Museum of Arts and Science (Bettendorf, 

USA) 

http:/ /www.qconline.com/arts/F AMIL Y / 

International Museum of Surgical Science (Chicago) 

http://www.imss.org 

Maryland Science Center(Balitimore, USA) 

http://www.access.digex.net/mdsci/ 

Odyssey Science Center(Tallahassee, USA) 

http://www.scri.fsu.edur odyssey/ 

Schenectady Museum & Planetarium (Schenectady, 

USA) 

http://www.abm.com/museum/ 

* ノ\イフォン: Fax.03-3496-2146 

E-mail.QFH03327@niftyserve.or.jp 
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全科協第13回海外科学系博物館視察研修報告(その 1 ) 

自然史博物館(ロンドン)

0管理 ・ 運営について

自然史博物館の歴史は、大英博物j館に自然史部門が1753

年に設置された時に始まる。現庄の建物は、 188 1年に自然

史部門を独立して展示するための施設として設立され、す

でに 100年か程過している。 1963年には理事会も別々になり、

組織としても独立して「自然史博秒J館」と改称し、現在に

至っている。

財政面は、年間予算が3800万ポンド (68億円)である。

この博物館は国立であるので国からの収入が大部分である

が、自己収入も予算の30%を占めている。

旭織は、館長のもと、教育 ・ 科学 ・ f首哩・開発の 4 部局

に分かれている。 運営にあたっては、理事会のもとに 9 部

門カザ晶哉され、 5 部門がコレクション、 2 部門が一般渉外、

2 部門が管理 ・ 財務を担っ ている。

職員は事務 ・ 学芸員 ・ 研究員に分かれている。 資料の維

持・保全に専念する学芸員と、調査 ・ 研究に専念する研究

員 との職域ははっ きりと区別されているが、現実の仕事で

は両者の境か暖昧なところもある。

この博物J館の主な役割としては、先ず、動物 ・ 植物 ・ 古

生物・鉱物等のコレクションの管哩があげられる。 6800万

点の資料の保存、管理が大きな仕事になっている。 学芸員

350人か糠本の管理にあたっているが、予算面の制約もあり、

標本の整理もなかなかはかどらない。 また、 寄贈がたくさ

んあ って収蔵スペースか不足している。

次に、 見学者へのサービスがあげられる。 展示面積が約

3 万m' と広いため、年間 150万人の見学者に十分なサービス

を行うことは大変な仕事であり、全職員 750人か対応にあた

っ ている 。

特徴的なことは、大英博伽官では入館料が無料なのに対

して、自然史博物J館では入館料を徴収していることである。

固からの予算が削減され、サービスの低下か、自己収益を

上げるか、選択を迫られたためである。 そこであえて有料

化し、設備 ・ サービスの向上に努めることにした。 有料イじ

によ って職員 ・ スタ ッ フの見学者に対する意識が大きく変

わってきた。 無料の頃は見学者は汚す、うるさいなど、い
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わば迷惑な存在であっ たが、今て壮大切なゲストとして迎

え入れることとなったのである。

有料イじ以前はレストランやミュージアムショ ッ プの在り

方などはほとんど省みられなかっ た。 しかし、現庇では重

要課題となるなど、入館者に対するサービスについての認

識が大きく改められ、サーヒ、スの満足度を常に見学者から

聞くことに努めている。 また、展示内容についてもどうい

う人が何を求めて来館するのか調査し、理解することに努

め、入館者のニーズを参考にした展示を心がけている。

自然史博物館外観

0展示について

展示面積は約 3 万耐で、標本資料を 6800万点収蔵してい

る。 標本資料に関して、購入することはほとんどなく、世

界各地における調査の中から蓄積していったものや、交換・

提供されたものが多く、 200年という歴史の重みが感じ

られる 。

展示方針は、ただ単に展示するだけでなく、 一舟支の人を

対象に自然史 ・ 生物史をわかりやすく展示をすることと、

入館者数の 12- 15%になる児童 ・ 生徒等の学校教育用のサ

ービスである。

常設展示は20年間もつことを基本にし、教育上意義ある

ものにしている。 つまり、自然史 ・ 生物史を理解してもら

うため、そのプロセスやコンセプトを重視している。

一方で、、長い間常設展示のみであっ たが、ここ数年特別

展示や移動展示に力を入れ始めている。 それは、特別展示

により新しい科学情報を一般に普及でき、また、 リ ピータ

一対策として役立つと思われたからである。 入館するごと

に 「新しい展示がみられる」 ということは、入館者にと っ
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て魅力的であり、また、博物館にとっても入館者対策とし

て役立つている。 実際、人気のある特別展示を実施すると

年聞の入場者数が大きく増えている。 家族連れの滞在時間

は 2-3 時間であり、 一度には全部を見ることはできない

ので、年に数回訪問するように奨励している。 夏の観光シ

ーズンに悶が多いと入館者数が増えるそうである。

最近は動く展示が多く、動かないと意味をなさないので、

その維持管理に対して予算面等、多大な労力を費やしてい

る 。 特にこの動く展示が入館者に前半IJがよい。

メンテナンスに関しては、 1 チーム 8 人、 3 チームを編

成して毎日の点検を行っている 。

|専~b)館の歴史の古さを生かしながら、入館者に対して分

かりやすく、そのうえ効率よく展示している。 例えば、建

物を有効に使うため中 2 階の通路や、コンビューターを使

っ た動く恐竜などは小さな子ども達も興味を持ち、面白く

わかりやすい展示で、ある。 また、 1995年におこ っ た阪州大

震災を、地震のないヨーロ ッ パの人々に経験させるため、

早速地震コーナーを作り体験させている。

廊下壁画の化石展示

。教育普及活動について

年聞の入館者は約150J-)人で、うち 12- 15%が学校関係の

入館者である。 イギリスでは宇斗交教育のカリキュラムの ~IこI

に博物館での学習が京且み込まれている。 そのため、 学オ交か

らの引率が多〈、学才交関係の教育支援に非常に力を入れて

いる。

以前、学校団体は館のl隊員が案内をしていたが、 1 日 に

1500人という生徒が来館することもあるために、すべてに

対応するには職員数が足りず、また、非効率になっ たため

に仕組みを変更している。 つまり 、 生徒を直接サポー 卜す

るのではなく、先生をサポートするシステムに移行したの

である。

- 7 一

現庄では、先生は博牧雌;を教材として積極的に利用する

ようになり、博秒J官官での学習と朝交での学習を効率的に結

びつける工夫をしている。 教育部門のスタ ッ フは、引率し

てくる先生に対して事前に博秒J館に関するいろいろな情報

を説明し、 利用方法などのアドバイ スをしている。 そして、

先生はそのアドバイスに基ついて学習カリキュ ラムにあっ

た説明を生徒にしている。

この他にも園児など小さな子供たちのための教材を作り、

ツアーも行宇っている 。 また、ティチャーズセンターでも色々

なワークシート を作成し、利用の便をはかっている。

特に、親子体験教室は一般の展示と違い、各親子と博物

館職員 とのコミ ュニケーショ ンがはかれ、また、 |障害者に

対しての教育も可能で、あり 素晴らしいと思う 。

このように多様な教育普及活動を展開しているが、積極

的に宣伝して募集をかけることなどはしていない。

0友の会・ボランティアなど

友の会は 3 年前から始めている。現在の会員数は5 ， 000人

であるが、友の会向けのイベン トを企画したりして、 会員

増をはかつており、目標は 1 万人である。 博q~)Hiにと っ て

の友の会会員の重要性は国会に対するロビー活動やボラ ン

ティアとして奉仕活動をして くれるところにある。

ボラ ンティア制度は~.哉員 とボラ ンティアとの関係をはっ

き り分け、仕事の内容はその人の能力により分けている。

ボラ ンティアに対するトレーニングは常に行ーっ ており、

また、友の会の会員だと入りやすくなっている。

自然史博物館の職員とのミーティング風景
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「科学博物館等における公開天文台情報を活用した展

示・教育普及活動に関する調査研究委員会」の活動報告

科学博物館等における公開天文台情報を活用した展示 ・

教育普及活動に関する調査研究委員会は平成 8 年度計 3 回

の委員会を開催しました。詳細は下記のとおりです。

1.開催日時

第 1 回委員会

一記一

日時平成 9年 1 月 29 日(水)

場所国立科学博ttM館新宿分館

第 2 回委員会

日時平成 9年 2 月 19 日(水)

場所大阪市立科学館

第 3 回委員会

1:1 時 平成 9 年 3 月 26 日(水)

場所国立科学博物館上野本館

II. 委員

委員名 p)T 眉J

石川 博幸 府中市郷土の森博物館

伊藤直一 札幌市青少年科学館

加藤一孝 広島市こども文化科学館

西城恵一 国立科学博物館

洞口 1$:博 国立科学惇物館

渡部潤一 国立天文台

渡部義弥 大阪市立科学館

IIl.内容

1. これまでの PAO (公開天文台情報)の活用事例につい

て、 学オ交、 天文台、プラネタリウムなどで PAO の画像を

加工して活用されている例が多く、人の手を使わず画像

データを全自動で、展示に生かされている例はない。

.PAO の画{象はカ ラーのフ リ ン トアウト、スライドでの

利用であり、既存のメディアへ変換して利用している0

. PAO の画像の加工は手聞がかかるので、いかに手間を

省くかが今後の課題である。

2. PAO (公開天文台情報)の活用事例の調査研究

- 上記の報告をふまえて、全科協加盟館を中心に PAO (公

開天文台情報)の活用事例の現況を調査する。

調査対象館を約20館とし、各委員が分担して調査にあた

った。

-最新のプラネタ リ ウムで、はパソコンの画像をダイレク

トに投影できる設備を備えている。そのため直接 PAO

の画像を利用可能で、ある 。 即時性を求められる天文情

報に有益て、ある 。

.PAO の画像の利用方法として、カラーの天体画像をし

おりに印刷して、 天休観直会などで、の記念品として使

われている例があっ た。

3. 上記の成果をふまえて、報告書を作成する。

鶴
九七nture lnto The Past The Living Earth [ommunication for lhe fulure 

ミュージアムク‘ツズの企画・デザインl
力口ラータ側〒...東京都台東区浅草橋g;[;;J;(:l 西;軍ピル3F ・

TEL03-3865-8110 FAX03-3864-4049 ・

感動環境
創造会社で志
向NOMURA

美術

はく製

〈各種生物〉

剥製・骨格標本・レプリカ
加工/販売/ リース

藷東洋近代美術研究所
製作所干272 千葉県市川市本北方2-18-1 直通告047 -337 - 5678

ft047-337-5883 
FAX 047-338-1978 

本社 〒272 千葉県市川市岡分5-3-25 ft047-374-1564 

-8-
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サイコム・プロジェクト一国立科学博物館と NTT の

共同。プロジェクトーについて

国立科学博秒J館では、 NTT との共同プロジェクト(サイ

コム・プロジェクト)として、 4 月 1 日から、当官官が行っ

ている実験観察プログラムを イ ンターネットを通じて提供

します。 中教審答申等で、休験的な理科学習の必要性が説

かれておりますが、五感を使ってイ本験する学習を支援する

ための情報を全国の学院や家庭等に提供します。これによ

り先生や生徒はもとより、どなたでも、どこからでも、い

つでもインターネッ ト を利用して博物J館のもつ優れた実験・

観察のストックを手に入れることができます。

1 サイコム・プロジェクト (Science communication 

-project) は成長します。

.当館の観察センターのおのユニークな実験 ・観察プログ

ラム(年間500回 35 ， 000人に提供、 プログラムは年々増

加 l していきます)について、 4 月 1 日 当初は 7 テーマで

開始し、順次拡充します。

.当館の各研究部の協力を得て、川原の小石の観察、磯の

生物等の野外観察プログラムを「自然観察マップ外へ出

て観ょう! ! J としてホームページの中で公開していきま

す。

・学オ交や博物館、家庭から自由に参加し、 自摂ミ科学に関す

る疑問や新しい発見、身近な情報を交換しあえる場(電

子コミ ュニティ) として、「自糊ヰ学サイノ〈ーコミュニテ

ィサイコム情報局」 の準備を進めています。

・全国科学博物館協議会(博物j館事業の振興を目的に全国

の科学系博物館等230館か加盟する協議会)などの協力を

得て、博物館ならではの白糊ヰ学分野に関する実験/観

察のプログラムなども収集蓄積し、内容の充実を図りま

す。

2 国立科学博物館では電子博物館プロジェク トを進めて

います。

当館では、最新のマルチメディ アを活用した博物館機

能の高度化・情報化に関する検討及び、開発を行っ ており、

220万点近い標本資料のデータベース化、館内を仮想体験

できるようなノ〈ーチャルミュージアム等の開発を進めて

います。

また、ネッ ト ワークを利用した自然科学教育の高度化

を図ります。 サイコム・プロジェ クトもその一環です。

3 実験ホームページを呼び出すには

ホームページを呼び出す URL は

http://scicom.kahaku.go.jp となっております。

なお、当館のホームページ http://www.kahaku.go.jp

からもリンクしております。

本件に関するお問い合わせ

国立科朝専秒j館普及部普及課

担当 : 志津田 電話03-5814-9860

(e-mail sizuta@kahaku.go.jp) 

全テーマリスト
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一室長L.S.乙2ープロゲ弓ム給素 全子一マリスト

実験/観察プログラム
全テーマリスト

主tJlIl.盆盆査主ゑ | 宴験/観事プロゲラムの格素害する

実験パンクの最初のページへ震る



Vo1.27. No.2 全 科協 ニュース

きしわだ自然資料館
干596 大F見苛岸和田市堺町 6 番 5 号 TEL.0724 (23) 8100 FAX.0724 (23) 8101 

平成 7 年 6 月 1 日 に開館した当館は、岸和田城の近くの

城下町の風情がのこる紀州街道添いにあ り ます。 建物前面

外在見デザインは、大正末期に当地にあった銀行のセセッシ

ョンスタ イ ルをt莫したものです。

岸和田の自然について紹介する常設展示室は 2 階、 各方

面から寄贈された標本類などを展示する収蔵展示室は 3 階

にあり、とくに 2 階に設置している来館きれた方などから

持ち込まれる身近な自然資料を、 リ アルタ イ ムに展示する

「発見ボックス」や、植物や昆虫のぬ り 絵や笹舟などを作る

「体験コ ナ」は好評です。

また当館では泉南の自然の特色を活かした講座を毎月い

ろいろ行っています。 特に大関荷下で最大の水揚げ、量を誇

る岸和田漁港での「漁港たんけん隊」や、和泉層群での 「化

石の達人」、そ して市民参加の「、ソパメの住所録づく り 」は

当館の名物行事とな り つつあ り ます。

関西国際空港の開港に より、 開発が急速に進む泉南の自

然を少しでも、 知ってもらいたいと考えています。

(事業など)平成 8 年度事業内容

春季特別展 「身近な水辺の野鳥たちJ 5 月

秋苧持別展 「和泉の山の化石たちJ 10月 - 12月

速有限 「ワニ類化石一般公開J 12月

セミナ (年26回) 科学映画会など(年15回)

開館時間 10時- 17時

休 館 日 月曜日・月末 ・年末年始 ・ 9月 14 ・ 1 5 日

入館 料 お と な 200円小中学生 100円

きしわだ自然資料館外観

ゴールドパーク串木野
干896 鹿児島県串木野市下名 13665 TEL. (0996) 32-5689 FAX. (0996) 32-5585 

薩摩藩を支え 350年の歴史をもっ今もなお、 生きた(操業

中)三井串木野鉱山の坑道は、総延長120kmあ り、 その坑道

の一部を利用 し“カルチャー&レ ジャー施設"と して昭和

63年11月に開園いた し ました。 地底見学は、 トロ ッコ列車

(定員 108名)で'700m奥へ進入すると 、 本物の金鉱脈や最

新の採掘機械 ・ 黄金のピラミッ ドなど神秘的な黄金の世界

が体験できます。

また、地上では、約1800万円相当(約12kg) の金の延べ

棒を直に持ち上げる体験コーナーや金の歴史や文化を学術

的に展示した「黄金資料館」と大自然のなかでワ イ ル ドに

体験できるワクワク! ドキ ドキ ! の「砂金採 り体験コーナ

ー」、お手持ちの鍵やネックレスなどをその場で中白金メッキ

仕上げできる「純金メッキ実演コーナー」などがあ り ます。

日常の生活から隔たった “異体験" を大人から小人まで

楽しめる希少オ聞値の高い施設で、あ り 、鹿児島の新しい観光

スポッ トとして大好評です。

開園時間 9:00-16:00 ( 17:00閉園) 休館日 年中無休
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入場料大人 1300円中・高生 1000円

小人 (3才~小6) 800円

団体割引 30名様以上10%引

付帯設備 レス ト ラン (430名様収容)

ふれあいホール (500名様収容)

ノ fークショップ(おみやげ品売店)

地底を走る トロ ッ コ列車

トロッコ列車



全 科協 ニュース

-加盟館園情報一

国立科学博物館

特別企画展「ハイテクにっぽん誕生展一明治の近代化

遺産一」の開催について

ただいま当館では、下記のとおり、特別企画展 「ハイテ

クに っぽん誕生展 明治の近代化遺産一」を開催しており

ます。 この展示は、今日の日本の科学技術、産業技術の基

礎をつくり近代化に大きな役割を果たした幕末から明治に

かけての事物(近代化遺産)を各地から集め展示するとい

う全国でも初めての試みです。

近代の文化遺産については、建造物等については登錦市IJ

度が導入されるなど、近年その保護の重要性が認識されつ

つあります。青少年の科学離れか社会問題化している今日、

先人の築いた産業遺跡や科学技術を休系的に継承していく

ことは、これらを受け継ぎ新たな思考の中で発展させいく

ためにも、また世界的にも高度な水準にある日本の科学技

術水準を今後も維持していくうえでも大切なことです。 そ

ういっ た気運の盛り上がりをうけ関連テーマの行事も各地

で開催される予定です。
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[会期]平成 9年 3 月 4 日(火) - 6 月 22 日(日)

[会場]国立科学博物館むらさき館 1 -2 階

東京都台東区上野公園 7 -20 

[主催]国立科学博物館

[後援]通商産業省、建設省、文仰す、イギリス大使館

東京 ・ 神奈川・ 千葉・埼玉・群馬各県教育委員

会、 全国科学博秒J館協議会

日描 力]東京大学工学部 ・ 工学系研究科、(社) 日本建築

学会、(社)土木学会

[入場料] 個人 一般 790円小・中・ 高生 250円

団体一般 530円 ノト・中・ 高生 130円

(団体は 20名以上)

[問い合わせ先]国立科学樽物館普及部普及諜

干 110 東京都台東区上野公園7-20

TeJ 03-5814-9857 

国立科学博物館週日二学第 4 研究室

TeJ 03-5332-7162 
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栃木県立博物館

第四回企画展「動物仲遣聞の人気者~恐竜からカブト

ムシまで~J

自然カミ生みだした動物たちの形や色には、目を見張るも

のがあります。 その姿を目の当たりにして受ける感動こそ

古今東西多くの人々の自然への関心の原点となり、また自

然史学の発展の原動力となってきました。

今回の展示では、動物への、そして自然への興味をかき

たてることを目的に、当館開館以来15年間に収集した資料

の中から、大きさ ・形・色など、いろいろな意味で見る人

に強い印象を与える動物の標本(化石を含む)を展示し、

解説します。 また、 一部の化石や動物標本については、手

で触れられるコーナーを設け、実物の感触を味わっていた

だきます。 さらに 、 身近な小動物Jの生体展示も行います。
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[会期]平成 9 年 3 月 4 日 (火) - 6 月 22 日 (日)

[会場]栃木県立博秒J館 2 階企画展示室

[所在地]宇都宮市陸町 2 - 2 (JR 宇都宮駅下車、関東パ

ス⑪番ホーム37桜通り経由鶴田行「中央公園博

秒j館前J)

[内容]恐竜などの昔の動物や現庄の様々な動物を通し

て、自然のふしぎ ・ 魅力を4嬬苦ります。

[開館時間] 9 : 30-17 : 00 (入館は 16: 30までj

[休館日]月曜日 (5月 5 日は開館)、 4月 30 日、 5月 6 日

[入館料]一般200円、 大 ・ 高生100円、中 ・小生50円

※ 6月 14 日 (土) ・ 15 日 (県民の日)は無料入館

※毎月第2 . 第4土曜日の小・ 中学生の入館は無料

[問い合わせ先]栃木県立|専物館自然課

TeJ 028-634-1314 
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株式会社 フフンティー

TEL 03-3467-6555 

FAX 03-3467-6568 
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干151
渋谷区富ケ 谷1-17-9
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地学標本(化石・鉱物・岩石)
吉生物関係模型(レプリカ)
岩石薄片製作(材料提供による薄片製作も受け周ります。)

大英博物館/恐竜復元模型
縮尺 実物の40骨の l 楠密教育用モデル.大英博物館製作によるま')印入

TEL03・3350・8725
1:車時じはお気艇にお 立寄りl'品 、。

{特に化石間保"諸外国より良筒樽本金多様車綿入し力金入れて fjl}J_すので敏材に1湾初旬展示等にぜいぜいニ利用 (f.:2\.' 4.ぜ l

l可制ils. Mincrals & l ~()cks 

認東京サイエンス :ょ;ニZE器27ztli議

感じる科学

ユース

�.v K�� l:�.."8. 
ム L 出l川1)111'1'

「全科協ニュース」を樹葉の情報交換の場としてご活用

ください。資料や情報の提供、標本などの借用希望、事

業案内、 ご意見、 ご提案など制葉の原稿をお待ちしてお

ります。

編集後記

3 月号の編集は、国立科学博物館が担当しました。

次回は、兵庫県立人と自然の博秒J館の担当です。

ご期待ください。

文化施設・商業施設・ディスプレイ企画・設計・施工

1:.1:..". 株式会社ココ口
〒205 東京都羽村市神明台4丁目 9番|号

TEし0425(30)3911附・ 3939(営業)
FAX0425(30) 3900 ・ 3927(営業)
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